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はじめに
本稿は、「越境観光交流バスの可能性」（『越境地域

政策への視点』（2014 年）所収）において示したバ
ス運行支援策を基に、三遠南信地域における越境観光
振興策として体験型観光ネットワーク化の可能性を探
るものである。
人びとがレジャーを目的として移動することに
よって成立する観光活動は、さまざまな境界を超えた
移動を特徴とすることから、一般的には、わざわざ越
境活動と表現されることは少ないが 1）、レジャーを目
的として移動する人びとに対して観光という場を提供
する側、つまり、受け入れ側（地方自治体・ブロック・
国・圏など）の単位は異なる。
近年、日本においては、広域連携による観光振興の
メリットに注目が集まり 2）、さまざまな地域において
広域観光振興のための組織づくりが進められている。
広域連携による観光振興は「有機的に隣接しているエ
リア間が複数連携して、より効果的、効率的な各種観
光振興事業をするために行う連携」（『観光実務ハンド
ブック』pp.197-198）であることから、越境観光振
興と広域観光振興は同じ仕組みであると考えることが
できる。しかしながら、広域観光振興における組織づ
くりは「共通の目的をもったエリアのみが連携を図る」
ことが重要であるため、「目的を達成したときは解散
し、また必要に応じて新たな組織を形成する」という
視点で行われるべき（p.199）、とされる点において
若干の違いを見出すことができるかもしれない。
前述の拙稿「越境観光交流バスの可能性」において
示した観光振興策は、三遠南信地域における市町村お
よび県境を越えてネットワーク化した越境観光交流バ
ス事業の推進を図るための拠点づくりであった。その
ため、本稿では、その実現に不可欠なバスの目的地で
ある「着地」側が主体となる地域体験型観光形態の活

用により、三遠南信地域間における観光交流の拡大お
よび地域外からの誘客による人の往来促進を目的とし
た観光ネットワーク化の可能性を検討する。
　
1 　「着地型観光」の現状と課題
近年、日本においては、観光需要の拡大を図るうえで、

地域資源活用による観光振興が叫ばれている。2006年
成立した「観光立国推進基本法」（翌年1月より施行）
のなかでは、「地域における創意工夫を生かした主体的
な取り組み」（同基本法前文）が謳われ、観光庁は、地
域活性化につながる観光形態を「ニューツーリズム」
と呼び、「地域の特性を生かし、かつ多様化する旅行者
のニーズに即した観光を提供するニューツーリズムの
振興」を図るとして、活用される観光資源に応じて「エ
コツーリズム」、「グリーンツーリズム」、「ヘルスツーリ
ズム」、「産業観光」等を挙げている 3）。
2007 年には、観光需要の拡大（新たな旅行需要の
創出やこれによる地域活性化）を図る方策の一つとし
て、旅行業法が改正され、いわゆる「着地型観光」組
織の開業が拡大した 4）。これは「地元の観光魅力を熟
知した中小の観光関係者が主体となった創意工夫に満
ちた旅行商品の創出を促す観点から、一定条件下で第
3種旅行業者も募集型企画旅行が実施できるようにす
るため」であった（国交省「第 3種旅行業務の範囲
の拡大について」p.4）。さらに、「着地型観光」の市
場拡大のための重要な要因であるインターネットの普
及は、消費者（観光者）の「着地型」旅行商品購入を
身近なものにした。
このような流れのなかで、さまざまな地域におい
て、地域資源（自然、文化、農林水産物など）の堀り
おこしと、地域資源を活用した「体験型」や「交流
型」旅行商品の創出が促進されている。「着地」側で
ある地域が主体となる観光形態を示すもっとも一般的
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なものは体験型観光であり、体験プログラムという商
品である。体験プログラムが提供される観光形態は、
来訪者（観光者）の訪問先における滞在時間が比較的
長いことから、地域紹介とともに観光交流という役割
をも担うことが期待される。「着地型旅行市場現状調
査報告」（観光庁、平成 24年）によれば、「地域を知
る」や「地元の人との交流」について、着地型旅行参
加者の満足度は高いという（p.57）。同報告書によれ
ば、着地型旅行で最も市場が大きいのは産業観光の
分野で（32.1％）、つぎがエコツーリズム（16.9％）、
文化観光（16.8％）、グリーン・ツーリズム（13.8％）、
ヘルスツーリズム（12.1％）、その他観光（8.3％）と
続き、着地型旅行の年間の推定市場規模（売上高ベー
ス）は、331 億円（250 万人の参加、5,500 運営者）
あまりと推定され、ゆるやかに市場は拡大していると
推測できる、という（p.29-30）。
「地域が主役のツーリズム」5）と謳われる「着地型観
光」ではあるが、「着地型観光」という観光形態の定
義はあいまいであり、成功例のみがメディアによって
取り上げられ注目される傾向がみられる。「着地型観
光の事業としての成功例はまだ少なく、観光事業の推
進に必要な着地型のビジネスモデルが確立されている
わけはない」（尾家・金井 2008：3）と言われるが、
先述の「着地型旅行市場現状調査報告」（「着地型旅行
の市場の特徴」p.36）においても、着地型旅行の認知
度が低い（認知度は約 50％）ことが報告されている。
同報告書には、着地型旅行に対する興味はあるが参加
までは踏み切れない消費者が多数存在していること、
一度参加すると半数以上がリピーターになっているこ
とから、認知度を上げることが着地型旅行全般の課題
であること、さらに、消費者が着地型旅行に参加しな
い理由として「詳しい情報がない」が挙げられ、「正
しい情報を詳しく伝える」ことができれば、参加者が
増加する可能性が高いことが指摘されている（p.44）。
このように、消費者（観光者）の旅行目的地となる
ためには、体験プログラムに関する正しい情報の伝達
とともに、商品としてのクオリティーの高さも求めら
れる。多くの地域（観光地）が誘客を目指すなか、ま
ず消費者（観光者）に旅行目的地として選ばれるため
には、それを選ばせるための仕組みが必要となる。そ
こで、次章では、消費者に旅行目的地として選ばれる
ための仕組みづくりとして参考になる兵庫県における
バス運行支援制度についてみていきたい。

2 　兵庫県におけるバス運行支援制度
本章では、「着地」となる地域への誘客のための仕
組みづくりとして参考になる、兵庫県における「ひょ
うごツーリズムバス」と県民を対象としたバス運行支
援制度について概観する。

（1）「ひょうごツーリズムバス」推進事業の仕組み
「ひょうごツーリズムバス」とは、「公益社団法人ひょ
うごツーリズム協会」6）（以下「協会」と略す）が、兵
庫県外から県内を観光するために利用する貸切バス料
金（10 名以上の団体）の一部を助成する制度である
7）。同事業は、2001 年より新たな誘客促進のために
スタートしたという 8）。同制度の助成を受けるために
は、協会が定める要件を満たす必要があり、その要件
は対象によって異なるが、たとえば、宿泊旅行につい
ては、兵庫県内での宿泊を伴い、対象施設を 2カ所
以上訪問すること（このうち 1か所は必ず有料観光
施設）、また日帰り旅行については、兵庫県内での食
事（弁当を含む）が手配された行程であり、対象施設
を 1カ所以上訪問することと決められている（「ひょ
うごツーリズムバス」HPより）9）。
同制度の受付機関である協会が示す「制度利用の流
れ」（「国内から」）はつぎの通りである。

図 1　ひょうごツーリズムバス制度利用の流れ
（「ひょうごツーリズムバス」HPより転載）

このように、「ひょうごツーリズムバス」は、「・・・
県外からの来訪者の誘致促進を図るとともに、隣接県
を訪れる観光客の兵庫県への誘客促進を目指し、隣県
と県域を越えてネットワーク化した一体的な観光地づ
くりを推進する」（「事務事業評価資料」より）ことを
目的とした事業であり、平成 25年度において、同制
度利用バス台数は、1,886 台（海外 510 台、国内 1,376
台）であった（「平成 25年度事業報告について」より）。
さらに、「ひょうごツーリズムバス」には、兵庫県内の
観光関連施設の見学や体験、学習、交流などを目的とし
た借り上げバスによる県外及び海外の団体旅行を支援す
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る制度として、兵庫県および隣接県（岡山県・鳥取県・
徳島県）との「隣接県連携バス事業」もある10）。平成
25年度において同制度を利用したバスの台数は、65台
（岡山11台、鳥取19台、徳島35台）であった（「平成
25年度事業報告について」より）。
兵庫県における、このような多様なバス支援制度は、
兵庫県への誘客や県全体の魅力発信という点において
有効な仕組みであろう。同事業の「事務事業評価資料」
によれば、「ニーズは高く、例えば、旅行エージェン
トが他府県で宿泊予定であったツアーの宿泊地を県内
に変更するなど、観光客入込客数・外客入込数の増に
寄与している」という。しかしながら、制度利用によ
るバスの訪問施設一覧を見ると、上位は、いわゆる「観
光地」として知名度が高い訪問先であることから、こ
れらは旅行会社によるバスツアー企画において集客し
やすい立ち寄り先であることが想像される「平成 25
年度　ひょうごツーリズムバス訪問施設一覧（申請件
数順）」（資料 1参照）。協会によると、同事業におけ
る問題点として、申請件数の多い大手旅行社の補助割
合が増える、基本的に旅行会社からの申請のためバス
旅行参加者に関する情報が得にくい、申請件数の増加
により申請されるすべての旅行に対する補助ができな
い（三分の一程度の承認）、補助要件についてわかり
にくい、などが挙げられるという 11）。そして、今後は、
兵庫県への誘客につながっているのかを把握し、兵庫
県の魅力発信を促進するなど、同助成事業活用による
新たな取り組みの検討が課題であるという。
本稿の目的は、三遠南信地域内における観光交流の
場づくり、および他地域からの誘客へ向けて、「着地」
側が主体となる地域体験型観光形態活用のための仕組
みづくりの検討であることから、大手旅行会社企画に
よるバスツアーの目的地に比較的なりにくい旅行目的
地への誘客の仕組みづくりを考える必要がある。その
ため、次節では、兵庫県で行われているもう一つのバ
ス支援制度を活用している体験プログラム提供施設
（団体）の事例をみてみたい。

（2）「県民交流バス」支援制度活用例
兵庫県においては、県民を対象としたバス支援事
業のなかに、「都市農村交流バス」支援事業という助
成制度がある 12）。同制度は、「農村部の市町・集落等
が交流活動を通じて自らの地域を PRすることを目的
として、一般の参加者を募集してバスツアーを催行す
る場合、県がバス経費の一部を助成する制度」（「平成

26年度「わが町 PRバス」利用案内」より）であり、
同制度の利用対象は、県内の市町、集落もしくは交流
活動を通じて自らの地域を PRしようとする団体であ
る。同制度は、バス 1台につき「日帰りコース」は
2万 5千円、「1泊 2日コース」（県内宿泊に限る）は
5万円の定額助成があり、補助対象となる催行人数は
20名以上である。
ここで、同支援事業の一つである「わが町 PRバス」
支援制度を活用した体験プログラムの提供者である
「NPO法人北はりま田園空間博物館」（西脇市にあり、
「都市農村交流バス」支援事業の一つである「グリー
ン・ツーリズムバス」対象施設）の活動を取り上げた
い。同団体は、道の駅「北はりまエコミュージアム」
の指定管理者としてさまざまな活動を行うなか、都市
部発着のバスツアーを対象とした多彩な体験プログラ
ムを提供している（同施設は「ひょうごツーリズムバス」
事業における兵庫県内の対象施設でもある）。同団体
には、約200のサテライト（その種類は、歴史・伝統、
自然・自然体験、人・グループ・施設、産業・店舗など）
が登録されており、バスツアーには「でんくう案内人」
が添乗し（訪問先（サテライト）での案内は基本的に
は当該サテライト側が行っている）、ツアー行程の最
後には、ツアー参加者に対するアンケート調査によっ
てツアー評価を実施している。
同団体の所在地は公共交通機関が不便である。その
ため、同団体は観光客誘致のためには都市部発着のバ
スツアーが有効な手段であると考え、同団体における
活動のなかでも力を入れて取り組んでいることから、
年間 10回程度企画されるバスツアーはほとんどが満
席であるという。これは、まさに「着地」側が主体と
なって行われる地域資源の活用および観光交流の事例
である。しかしながら、「わが町 PR バス」支援制度
を活用してもバスツアーによる収支は赤字であるとい
うことからは、「着地」側が主体となる観光形態活用
の実践の難しさが示される 13）。
以上、兵庫県における、市町および県を越えたバス
支援事業を概観するとともに、「着地」側が主体とな
る体験プログラム提供における課題の一部を示した。
次章では、兵庫県におけるバス支援事業および地域資
源活用の活動事例を参考に、三遠南信地域における体
験型観光の現状を概観するとともに、体験プログラム
提供施設（団体等）による観光実践についてみていき
たい。
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3 　三遠南信地域における体験型観光の実践
本章では、前章で紹介した兵庫県におけるバス支援
事業によるネットワーク化を基に、三遠南信地域にお
ける体験型観光形態活用による地域間交流推進および
観光振興について考えるため、同地域における体験プ
ログラム提供者を対象として行ったアンケート調査結
果を示す。　
　

（1）三遠南信地域における体験型観光形態の概観
三遠南信地域（愛知県三河地域・静岡県遠州地域・
長野県南信地域）は、東西 113.5km、南北 135.6km
に渡ることから、多様な地域資源を有するうえ、総
人口約 237 万人による観光活動が期待される。また、
本稿が対象とする体験型観光形態活用におけるおもな
移動手段である車による移動という点においては、新
東名高速道路や三遠南信自動車道の一部開通（2012
年）が観光活動における人の移動を促進している。さ
らに、同地域においては、すでに「三遠南信地域連携
ビジョン推進会議 SENA」という組織づくりが行われ、
「三遠南信地域連携ビジョン」（平成 20年 5月）にお
いては、「人・もの・情報の流動を進めることで「中
部圏の中核となる地域基盤の形成」を目指す」、とし
ていることから、市町村および県という単位を越えた
体験型観光ネットワーク化が同地域における観光交
流・観光振興にとって果たす役割は大きいと考えられ
る。
同地域内における体験型観光の現状について特筆す
べきは、南信地域における株式会社南信州観光公社の
存在であろう。2011 年、飯田市の呼びかけによって
1市 4村および民間企業の出資を得て第三セクターと
して設立された同組織は、「ほんもの体験」など、体
験型観光に関わる活動がさまざまな場において取り上
げられ、全国の行政機関や諸団体から注目を集めてい
る。同公社では、年間に 1～ 2の新たなプログラム
が生み出されているという（「地域いきいき観光まち
づくり 2011」より）。
では、三遠南信地域においては、どのような体験プ

ログラムが提供されているのであろうか。図2は、イ
ンターネット上において「体験」というキーワード検
索により表示されたなかから、体験型観光形態と関わ
りをもつであろうと推測される施設（団体等）によって
提供される活動内容の分類を示したものである。
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図 2　三遠南信地域別「体験型観光形態」分類

図 2に示したように、3地域における 103 施設（団
体等）で提供されている「体験型観光形態」は大別す
ると、「ものづくり体験」、「農業体験（農作物収穫体
験を含む）」、「その他（環境学習、自然観察、乗船体
験など）」となるが、「ものづくり体験」は三河・遠州
の 2地域が多く、「農業体験（農作物収穫体験を含む）」
は南信地域に多いことがわかる。
次節では、体験プログラム提供施設（団体等）に対
するアンケート調査の結果を示す。
　

（2）体験プログラム提供者を対象としたアンケート
調査結果

本節では、前節で示した施設（団体等）のなかか
ら、体験プログラムを有するであろうと推測される施
設（団体等）を対象として行ったアンケート調査結果
について示す（資料 2「アンケート票」を参照）。
①　アンケート調査概要
調査目的：三遠南信地域において提供されている体
　　　　　験プログラムの実践把握
調査対象：体験プログラム提供施設（団体等）90
回 収 数：67（回収率 74％）
調査方法：郵送によるアンケート調査
調 査 日：2015 年 1月 15～ 30 日

アンケートにおける問はつぎの通りである。
1）提供施設（団体等）の公・民別
2）提供施設（団体等）所在地と提供地は同じか
3）体験プログラムは地域と関わりを持つか
4）リピーターについて把握しているか
5）情報発信方法
6）参加者の発地を把握しているか
7）現在の情報発信は十分であると思うか
8）体験プログラムはバスツアーに含まれているか
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9）体験プログラム終了後、アンケート調査を実施しているか
10）体験プログラム企画等に対する人的支援を望むか
11）三遠南信地域におけるネットワーク化を望むか

②　アンケート調査結果
アンケートにおける問（1～ 11）に対する回答は、

図 3に示す通りであるが、ここでは、得られた回答
のなかから、体験プログラム提供施設（団体等）の地
域別比較において特徴的なものについて示す。
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まず、南信地域においては、他の 2地域と比較し
て、体験プログラムと地域との関わりが強く、プログ
ラム参加者の発地やリピーターについての把握、およ
びバスツアーに含まれている体験プログラムの割合が
高いこと、さらには、回答を得ることができたすべて
の施設（団体等）が三遠南信地域におけるネットワー
ク化を希望していることが分かった。一方、三河地域
において特徴的であるのは、公・民別の割合では他の
2地域と比較すると、公が多いことであり、遠州にお
いては、体験プログラム企画等に対する人的支援を望

む割合が一番高いことであった。このような結果か
ら、南信地域においては、他の 2地域と比較した場合、
民間の施設（団体等）が圧倒的に多く、参加者に関す
る情報把握が行われている割合が高い一方（プログラ
ム参加者に対するアンケート調査を実施している施設
（団体等）の割合はさほど多くない）、情報発信方法に
ついては、自身のホームページ利用率と自治体のホー
ムページ利用率と大差ないことから、自治体との連携
が強いことが分かる。
回答からは、全体的につぎのような傾向が見られる。
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図 3アンケート調査結果（三遠南信地域別）
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・ある程度の規模で体験プログラムを提供している
ところは、「企画がマンネリ化するのを避けたい」、「自
分たちだけでは発想に限界がある」、「新しい発想が欲
しい」と答えており、さらなる体験プログラムの発展
を望んでいる。その点で、人的支援を必要としている
ところが多い。
・体験プログラムにあまり重きを置いておらず、副
次的なものとして行っているところは、これ以上の発
展を望んでいない。
・「ネットワーク化を望む」という回答では、他施
設や他地域と情報を共有して、お互いを高め合いたい
という声が多くみられた。
・「情報発信が十分でない」という回答のなかでは、

「広報予算が乏しい」、「情報発信ができている範囲が
狭い」という声が多く、そのほとんどがネットワーク
化を望んでいる。
次章では、本章で示したアンケート調査結果を基に、
三遠南信地域における体験型観光のネットワーク化案
を示すとともにその課題について述べる。

4 　地域体験型観光ネットワーク化案とその課題
体験プログラム提供者を対象としたアンケート結
果からは、三遠南信地域における体験型観光のネット
ワーク化を望む声が多かった（南信地域においては
100％）。その理由として多く挙げられたのが、「もは
や単独（一つの施設）では誘客が難しい」、「地域を越
えた連携が必要」であり、人口減少などの理由から、
もはや一地域のみでは将来的に発展していくことは難
しい、と考えている施設（団体等）があることが分かる。
そこで、本稿では、三遠南信 3地域における地域
体験型観光ネットワーク組織として、「三遠南信地域
体験観光センター」（仮称）の設置を提案したい（図 4）。

図 4三遠南信地域体験型観光ネットワーク組織案

体験プログラム提供者を対象としたアンケート調査
では、「体験プログラム企画等に対する人的支援を望
む」という回答が 3地域とも 6割以上（遠州地域に
おいては約 8割）に上る。そのため、同センターの
機能をつぎのように位置付けたい。
各施設（団体等）が提供する体験プログラムの内容
について把握するとともに、人材育成を通して体験プ
ログラムに対する人的支援および消費者への正確な情
報提供などの他に、施設（団体等）間をコーディネー
トする役割を果たすことにより 3地域内および地域
外からの誘客に取り組むことを目指す。消費者（観光
者）は、旅行の目的（対象）地がどこの自治体内であ
るのかを把握していないこともある。そのため、市町
村および県境を越えた広域における観光対象（地）に
関する正確な情報提供は、観光活動の促進に繋がる可
能性を持つ 14）。
一方、「ネットワーク化を望まない」と回答した体
験プログラム提供者のなかには、参加者を多く受け入
れる体制ではないことが理由として挙げられていた。
そのため、参加者の分散化を図ることも必要となる。
観光活動は、シーズンにより量的に大きく異なるとい
う特性を持つことから、施設（団体等）間のコーディ
ネート機能を有する同センターは、季節によって異な
る多様な地域資源を有する三遠南信地域における地域
資源活用の分散化を図り、シーズンによって異なる人
の往来の活発化を図ることができると考えられる。
「ネットワーク化を望まない」体験プログラム提供
者の公・民別では、公が目立つ。そのため、観光活動
における受け入れ側の「越境化」が重要となる。アン
ケートにおける問「体験プログラムと地域との関わり」
については、3地域とも約 6割が「関わりがある」と
いう回答であったことから（南信地域は 9割以上）、
体験プログラムは地域紹介として、三遠南信地域全体
の魅力向上のために役立つ可能性を持つ。
図 5は、三遠南信地域における体験プログラムを
中心とした体験型観光形態活用による観光交流イメー
ジである。
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図 5　三遠南信地域における観光交流イメージ

観光を目的として移動する人の流れは、一般的には、
人口が多い都市部から人口が少ない農山村地域への流
れであることが多いが、農山村地域居住者による観光
を目的とした移動も当然生じている。そのため、地域に
よって異なる観光シーズンにおける集中の分散化、つま
り、シーズン以外における人の往来の活発化を図るため
には、三遠南信地域全体における公民連携による組織づ
くりと役割分担の明確化が課題として挙げられる。

おわりに
本稿では、観光交流の場となり得る体験型観光形態
活用による観光のネットワーク化が、三遠南信地域全
体における観光振興として有効な手段となる可能性に
ついて述べた。本稿において示した三遠南信地域体験
観光センター（仮称）は、3地域における情報提供の
一元化を図るとともに、体験プログラム提供施設（団
体等）に対する支援を行うための組織であることから、
公民の連携が無ければ実現は難しい。また、実現のた
めには、本稿で紹介した兵庫県におけるバス支援制度
の一部を取り入れることにより、体験プログラム参加
者に対する助成も必要となるが、団体バス利用による
参加者の数には対応できない施設（団体等）もあるこ
とから、団体に限らず個人へも助成の範囲を広げるこ
とも考えられる。
自治体の多くは、自己の地域への誘客を目指す観光
計画（ビジョン）を策定している。しかしながら、本
稿で示した体験プログラム提供施設（団体等）を対象
としたアンケート調査からは、他地域との連携によ
る誘客を望む声が多く聞かれた。「着地」側が主体と
なる商品である地域体験プログラムのネットワーク化
は、三遠南信地域全体における地域資源の活用システ
ムである。そのため、地域体験型観光のネットワーク
化は、境を越えて地域を結び、地域全体の魅力を高め
ることによって観光振興を図るとともに、文化交流、

人的交流にも寄与することが期待される。

注
1 ）観光をする人の定義は、機関・研究者などによって
さまざまであるが、国土交通省観光庁による「旅行・
観光産業の経済効果に関する調査研究」では、日常生
活圏外に出る個人を観光客（観光客は旅行者の一部）
として統計を示しており、日常生活圏外としては、所
要時間（移動時間と滞在時間の合計）が 8時間以上、
または片道の移動距離が 80km以上の旅行（宿泊を伴
う場合はすべて日常生活圏外とする）、とされている
（国土交通省「旅行・観光産業の経済効果に関する調
査研究」p.57 より）。
2）『観光実務ハンドブック』には、広域観光振興のメリッ
トとして、「観光事業の効率化」、「観光地域としての
価値の向上」、「広域的対応によるテーマ性の確保と強
化」、「多様な資源・施設の活用による観光魅力の向上」、
「インフラ機能の一貫した強化」、「誘客効果の促進」、
「人材の強化」が挙げられている（p.199）。
3）分野別テーマはつぎのように明記されている。「産
業観光」（工場見学、歴史的遺構の見学）、「グリーン・
ツーリズム」（農村などの体験）、「エコツーリズム」（自
然観察、環境保全作業）、「ヘルスツーリズム」（心身
の癒し、健康回復など）、「文化観光」（伝統文化の見
学体験、現代文化の見学体験）、「その他観光」（その他）。
4）「着地型観光を推進する組織」の定義として、近藤は、
広義には、「地域が主体的に経営する地域資源を活用
した地域発着の観光商品を造成・開発・販売・運営す
る組織のこと」、そして狭義には、「2007 年、国土交
通省が旅行業法を改正して「旅行業 3種旅行業特約制
度」を導入したことが契機となって各地の観光協会、
街づくり会社、旅館組合等が主体となって旅行会社法
人化した組織のこと」と述べる（近藤　2014：30）。
5）尾家建生・金井萬造編著（2008 年）。
6）1952 年設立（2002 年改称）。その設立目的は「兵
庫県内における国内外の人々による質の高いツーリズ
ム活動の振興と持続的な発展を図り、もって地域の活
性化に寄与することを目的とする」であり、2014 年
現在、会員数合計は 286（正会員 231、市町 41、市
町観光協会 52、観光事業者等 138、賛助会員 56）で
ある（ひょうごツーリズム協会HPより）。
7）1台あたりの乗車人数が 10人以上 19人以下（県内
宿泊 1万 5千円、日帰り 7千 5百円）と、20人以上（県
内宿泊 3万円、日帰り 1万 5千円）に区分される（「ひょ
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うごツーリズムバス」HPより）。
8）協会によると、同事業以前より県民向けのバス助成
制度があったという。
9）「テーマツーリズム対象施設」として、インターネッ
ト上には 1216（2014 年 11 月現在）もの施設名がリ
ストアップされている。

10）「ひょうごツーリズム戦略（平成 26年～ 28 年度）」
におけるプロジェクトのなかの一つ「機会を捉えた
ツーリズムの推進」（p.31）参照。

11）ひょうごツーリズム協会の坂本氏より。同氏による
と、「補助要件についてわかりにくい」という問題点
については、補助金なので簡素化できない、という。

12）担当部署は農政環境部であり、受付機関は「兵庫み
どり公社」と「兵庫楽農生活センター」となっている。

13）同団体によると、スタッフの高齢化やマンネリ化、
さらには、ツアー参加者の高齢化や固定化が今後の課
題として挙げられるという（「北はりま田園空間博物
館」スタッフの方より）。

14）アンケート調査結果からは、インターネット利用に
よる体験プログラム参加者が多いことが分かった。イ
ンターネット上の情報は最新ではない場合も多くある
ことから、絶えず、内容の変更、正確な情報発信が必
要とされる。そのため、同センターには、体験プログ
ラムに関する正確な情報発信とともに、プログラムの
品質を保証する機関としての役割も求められる。

参考文献
尾家建生・金井萬造編著（2008）『これでわかる！着地
型観光　地域が主役のツーリズム』学芸出版社。

近藤 政幸（2014）「地域振興に資するサスティナブルな
着地型観光組織の分類論」『創造都市研究 e』（大阪市
立大学大学院創造都市研究科電子ジャーナル）9巻 1
号 pp.28-44.

社団法人日本観光協会編（2008）『観光実務ハンドブック』
丸善。

安福恵美子・三宅淳子（2014） 「越境観光交流バスの可
能性」『越境地域政策への視点』（愛知大学三遠南信地
域連携研究センター） pp.167-172.

 
参考資料
観光地域づくりプラットフォーム推進機構HP
　（http://platform.nihon-ankou.or.jp/outline/）。
観光庁「地域いきいき観光まちづくり 2011」（平成 24
年 3月）。

観光庁観光地域振興部観光資源課「着地型旅行市場現状
調査報告」（平成 24年 2月）。

北はりま田園空間博物館HP
　（http://www.k-denku.com/about/2013/11/30）。
国土交通省「観光立国推進基本法」（平成 18年 12 月 20
日法律第 117 号）。

国土交通省観光庁「旅行・観光産業の経済効果に関する
調査研究」（2011 年 3月）。

国土交通省総合政策局観光事業課「第 3種旅行業務の範
囲の拡大について～旅行商品新時代と国内旅行の活性
化に向けて～」（平成 19年 4月）。 

三遠南信地域連携ビジョン推進会議 SENA HP
　（http://www.sena-vision.jp/ l2014/12/06）。
兵庫県「平成26年度事務事業評価一覧」（事務事業評価資料）
（https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk20/h26hyoukaichiran2.
html 2015/1/3）。

兵庫県「ひょうごツーリズム戦略（平成 26年～ 28年度）」
（平成 26年 3月）。
ひょうごツーリズムガイドHP
　（http://www.hyogo-tourism.jp/2013/12/2）。
ひょうごツーリズムバスHP
　（http://www.hyogo-tourism.jp/bus/2013/12/2）。

資料
1 　平成 25 年度　ひょうごツーリズムバス訪問施設一
覧（申請件数順・上位 100）
2　アンケート票（対象：三遠南信地域における体験プ
ログラム提供施設（団体等））

付記
本稿は、文部科学省共同利用・共同研究拠点「越境
地域政策研究拠点」 における研究テーマ「地域間を結
ぶ観光振興バスの可能性」の研究成果の一部である。
本稿執筆にあたり、「公益社団法人ひょうごツーリズ
ム協会」坂本健介氏、「NPO法人北はりま田園空間博
物館」スタッフの方々、また、「NPO法人奥浜名湖観
光まちづくりねっと」の三宅淳子氏に厚くお礼を申し
上げる。
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資料１ 平成２５年度　ひょうごツーリズムバス訪問施設一覧
（上位 100・申請件数順）

資料２ アンケート票
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